On Air English Communication I
1. 評価規準案
　学習指導要領を踏まえた「コミュニケーション英語I」の評価の観点の趣旨は以下の通りである．

	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	外国語表現の能力
	外国語理解の能力
	言語や文化についての
知識・理解

	コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする．
	英語で話したり書いたりして，情報や考えなどを適切に伝えている．
	英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなどを的確に理解している．
	英語やその運用についての知識を身に付けているとともに，言語の背景にある文化などを理解している．


　以下に評価規準設定例を示す．ここでは，観点別評価や評定につながる評価（総括的評価）を中心に示している．以下の表の各観点の名称については，記述の便宜上，
「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」→【関・意・態】
「外国語表現の能力」→【表現】
「外国語理解の能力」→【理解】
「言語や文化についての知識・理解」→【知・理】
で示してある．評価方法の欄で太字の方法はTeacher’s Manual別冊のReview Testを活用することが可能なものであることを示している．
Lesson 1  Bento — A Work of Art
	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 2, 3 (pp. 4-5)
Present It (p. 13)
	①ペア・ワークにおいて，相手に確認したり，繰り返しや説明を求めたりしながら説明を聞き続けている．【関・意・態】
	活動の観察

	Part 1
	②現在完了の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Part 1-3
	③弁当についての説明を読んで，重要な事実などを捉えることを通じ，全体の要旨を理解することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Write about It (p. 13)
	④弁当や昼食についての経験や自分の考えを簡潔に書くことができる．【表現】
	英作文チェック
後日筆記テスト


Lesson 2  The Secret Language of Dolphins

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 4 (p. 15)

Present It (p. 23)
	①ペア・ワークや発表において，必要に応じてメモをとったりするなど，相手の話に関心をもって聞いている．【関・意・態】
	活動の観察


	Part 1-3
	②イルカのコミュニケーション手段に関する説明を読んで，特に重要な事実などを捉えることを通じ，全体の要旨を理解することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Part 2
	③イルカのコミュニケーションについて，簡単な感想を述べることができるように，読むことができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Part 2
	④知覚動詞の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Part 3

Grammar Focus
	⑤現在完了の知識を活用して適切に話すことができる．【表現】
	後日インタビューテスト


Discuss It (p. 23)で，話し合いや意見の交換を円滑に行うために必要な表現や方法について指導はするが，評価はLesson 10で行う．
Lesson 3  Texting 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 2, 5 (pp. 24-25)

Present It (p. 33)
	①ペア・ワークや発表において，間違うことを恐れず，積極的に文字メールに関する情報や考えなどについて話している．【関・意・態】
	活動の観察

	Part 1
	②another, howeverといったつながりを示す語句に注意して文章を読み，文章構成を把握することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Part 2 
	③比較級の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 33)

	④文字メールに関する語句や表現などの知識を活用して適切に話すことができる．【表現】
	後日インタビューテスト


Part 2, 3で，文章の内容から，書き手の意図を推測する指導はするが，評価はLesson 5で行う．
Lesson 4  Education Offers a Second Chance 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 2, 4 (pp. 34-35)
	①必要に応じてメモをとったりするなど，発話者の話に関心をもって聞いている．【関・意・態】
	活動の観察

	Activity 4 (p. 35)

Part 1-3
	②教育を受けられない子供たちの説明などを聞いて，重要な語句などを手がかりにして概要や要点を理解することができる．【理解】
	後日リスニングテスト

	Part 1
	③関係代名詞whatの使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 43)
	④教育を受けられない子供たちに関して，事実と意見を区別して話すことができる．【表現】
	発表チェック


Story 1  Count Dracula

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Part 1-3
	①ドラキュラについての物語を読んで，登場人物の言動やその言動の理由などを捉えることを通じ，概要や要点を理解することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Part 1-3

発展活動
	②個人，ペア，グループでの音読に積極的に取り組んでいる．【関・意・態】
	活動の観察

	Part 1-3

発展活動
	③伝えようとする内容や気持ちなどに応じた適切な速度や声の大きさで音読することができる．【表現】
	活動の観察
発表チェック

	Part 1-3

発展活動
	④単語の発音，音変化，リズムやイントネーションなどの音声的な特徴を理解している．【知・理】
	活動の観察
発表チェック


Lesson 5  Let’s Volunteer 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 2, 3 (pp. 52-53)
	①ペア・ワークにおいて，必要に応じてメモをとったりするなど，相手の話に関心をもって聞いている．【関・意・態】
	活動の観察
ワークシート

	Part 1, 3
	②ボランティア活動に関する文章の内容から，書き手の意図を推測することができる．【理解】
	活動の観察
後日筆記テスト

	Part 3
	③wishを用いた仮定法の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 61)
	④都市のごみ問題に関して，聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことを活用して，自分の意見を話すことができる．【表現】
	後日インタビューテスト


Lesson 6  Tropical Storms

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Part 1-3
	①熱帯性低気圧の呼称に関する説明を聞いて，重要な事実などを捉えることを通じ，全体の要旨を理解することができる．【理解】
	後日リスニングテスト

	Part 2
	②withoutを用いた仮定法の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Writing (p. 71)
	③間違うことを恐れず，積極的に自分の好きな季節に関する情報や考えなどについて書いている．【関・意・態】
	活動の観察

	Writing (p. 71)
	④自分が好きな季節を明示した上で，その理由などを書くことができる．【表現】
	英作文チェック


Lesson 7  Make Room for the Robots 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 4, 5 (p. 73)
	①互いに協力しながら，質問したり意見を交換したりしている．【関・意・態】
	活動の観察

	Part 1
	②helpの使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Part 3
	③ロボットの進化や使用方法について，賛否や簡単な感想を述べることができるように，読むことができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 81)
	④ロボットに関する語句や表現，文法事項などの知識を活用して適切に話すことができる．【表現】
	後日インタビューテスト


Exchange Information (p. 73)で，話し合いや意見の交換を円滑に行うために必要な表現や方法について指導はするが，評価はLesson 10で行う．
Lesson 8  A Hidden Export 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Part 3
	①英語の俳句を鑑賞し，簡単な感想を述べることが出来るように読むことができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 91)
	②必要に応じて辞書などを活用して書いている．【関・意・態】
	活動の観察

	Present It (p. 91)
	③見たり聞いたりしたこと，経験したことについて，その説明や自分の考えや気持ちを書くことができる．【表現】
	英作文チェック
後日筆記テスト

	Present It (p. 91)
	④英語の俳句の作り方を理解している．【知・理】
	英作文チェック


Lesson 9  Take Me Out to the Ball Game 

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Activity 4 (p. 93)

Part 1-3
	①“Take Me Out to the Ball Game”についての説明などを聞いて，重要な語句などを手がかりにして概要や要点を理解することができる．【理解】
	後日リスニングテスト

	Activity 5 (p. 93)

Exchange Information (p. 101)
	②互いに協力しながら，質問したり意見を交換したりしている．【関・意・態】
	活動の観察

	Part 2
	③過去完了の使い方を理解している．【知・理】
	後日筆記テスト

	Present It (p. 101)
	④スポーツに関する語句や対照を表す表現，文法事項の知識を活用して適切に書くことができる．【表現】
	英作文チェック


Lesson 10  Languages of the World

	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Part 1
	①言語についての説明を読んで，事実と意見などを区別して内容を理解することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Discuss It (p. 111)
	②話し合いや意見の交換を円滑に行うために必要な表現や方法についての知識を身に付けている．【知・理】
	パフォーマンス評価

	Discuss It, Present It (p. 111)
	③授業を通して学んだことや，学校や家庭などにおける日常生活の中で学んだり経験したりしたことを積極的に活用して話している．【関・意・態】
④英語やその他の言語に関して聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことについて，その概要や自分の意見を話すことができる．【表現】
	活動の観察
パフォーマンス評価


パフォーマンス評価については，話し合いロールプレイ（グループであらかじめ準備，練習した話し合いを発表する）をスクリプトを見ずに行い，教師が評価する．
Story 2  Neighborly Pie
	設定場面
	評価規準
	評価方法

	Part 1-3
	①プラムの木になる実とその近所の人たちの物語を読んで，登場人物の言動やその言動の理由などを捉えることを通じ，概要や要点を理解することができる．【理解】
	後日筆記テスト

	Part 1-3

発展活動
	②個人，ペア，グループでの音読に積極的に取り組んでいる．【関・意・態】
	活動の観察


	Part 1-3

発展活動
	③伝えようとする内容や気持ちなどに応じた適切な速度や声の大きさで音読することができる．【表現】
	活動の観察
発表チェック

	Part 1-3

発展活動
	④単語の発音，音変化，リズムやイントネーションなどの音声的な特徴を理解している．【知・理】
	活動の観察
発表チェック


　観点別評価は上記3つの目標の達成状況を内容のまとまりごとに分析的に評価し，指導に役立てるための評価である．4技能を総合的に育成する指導を通じて，生徒が4技能を統合的に活用できるよう，学期，学年を通じて，「外国語表現の能力」と「外国語理解の能力」を計画的にバランスよく指導・評価できるよう設定した．また，「言語や文化についての知識・理解」については，単に知識を暗記しているだけでなく，コミュニケーション能力に資する形で身に付いているかを評価する規準を設定例として挙げてある．評価規準の設定に際して，教師が無理なく，生徒の学習状況を的確に評価できるよう，その単元で重点的に指導する項目を選択してある．また，評価項目によっては長いスパンで指導していくことが必要なため，複数の単元にわたって十分指導した後評価するよう計画した．「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」については，機会を複数設けて生徒の活動を十分に観察できるように計画する必要があるとともに，ワークシートやポートフォリオ（生徒がワークシートや英作文などをファイルに収集したもの）などを併用することも考えられる．
2. 評価規準設定例
　学校の状況，生徒の到達状態に応じて，以下の設定例を各単元に応用して設定することも可能である．
	
	コミュニケーションへの関心・意欲・態度
	外国語表現の能力
	外国語理解の能力
	言語や文化についての知識・理解

	ア．

聞くこと
	(a) 必要に応じてメモをとったりするなど，相手の話に関心をもって聞いている．
(b) 相手に確認したり，繰り返しや説明を求めたりしながら聞き続けている．
	
	(a) 質問，依頼，指示などを聞いて，簡単な言葉や動作などで適切に応じることができる．
(b) 出来事や物事についての説明や様々な会話を聞いて，重要な語句などを手がかりにして概要や要点を理解することができる．
	(a) 単語の発音，音変化，リズムやイントネーションなどの音声的な特徴を理解している．
(b) 「聞くこと」の言語活動に用いられている語句や文構造，文法事項などについての知識を身に付けている．

	イ．

読むこと
	(a) 個人，ペア，グループなどでの音読に積極的に取り組んでいる．
	(a) 意味内容が聞き手に伝わるように音読することができる．
(b) 伝えようとする内容や気持ちなどに応じた適切な速度や声の大きさで音読することができる．
	(a) 説明などを読んで，特に重要な事実などを捉えることを通じ，全体の要旨を理解することができる．
(b) 物語を読んで，登場人物の言動やその言動の理由などを捉えることを通じ，概要や要点を理解することができる．
(c) つながりを示す語句に注意して文章を読み，論理がどのように展開しているかを把握することができる．
(d) 文章の内容から，書き手の意図を推測することができる．
(e) 説明などを読んで，事実と意見などを区別して内容を理解することができる．  
(f) 読んだ内容についての簡単な感想を述べることができるように，読むことができる．
	(a) 「読むこと」の言語活動に用いられている語句や文構造，文法事項などについての知識を身に付けている．
(b) 文と文，段落と段落のつながりを示す語やフレーズを理解している．

	ウ．

話すこと
	(a) 間違うことを恐れず，積極的に情報や考えなどについて話している．
(b) 互いに協力しながら，質問したり意見を交換したりしている．
(c) 授業を通して学んだことや，学校や家庭などにおける日常生活の中で学んだり経験したりしたことを積極的に活用して話している．
	(a) 語句や表現，文法事項などの知識を活用して適切に話すことができる．
(b) 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことについて，その概要や自分の意見を話すことができる．
(c) 事実と意見などを区別して話すことができる．
	
	(a) 話し合いや意見の交換を円滑に行うために必要な表現や方法についての知識を身に付けている．


	エ．

書くこと
	(a) 間違うことを恐れず，積極的に情報や考えなどについて書いている．
(b) 必要に応じて辞書などを活用して書いている．
(c) 授業を通して学んだことや，学校や家庭などにおける日常生活の中で学んだり経験したりしたことを積極的に活用して書いている．
	(a) 語句や表現，文法事項などの知識を活用して適切に書くことができる．
(b) 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことについて，その概要や自分の考えを簡潔に書くことができる．
(c) 自分が伝えたいことについて，話題を明示した上で，それに関する意見やその理由を書くことができる．
(d) トピック・センテンスやキーワードを適切に用いて，要点が明確な文章を書くことができる．
(e) つながりを示す語やフレーズを適切に用いて，論理の展開が明確な文章を書くことができる．
	
	(a) 「書くこと」の言語活動に用いられている語句や文構造，文法事項などについての知識を身に付けている．
(b) 段落におけるトピック・センテンスの働きについての知識を身に付けている．
(c) 文と文のつながりを示す語やフレーズを理解している．


【参考】
国立政策研究所 (2012)「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（高等学校 外国語）」
http://www.nier.go.jp/kaihatsu/hyouka/kou/11_kou_gaikokugo.pdf
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